
女性向け新しい働き方支援講座 【菊池市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 145 千円

交付金額 72 千円

事業番号 1

・本市は、男性就業者の占める割合が高い製造業及び農業に従事する
就業者の割合が高く、労働力を確保していくためにも女性活躍は必須。
・就業者に占める女性の割合は全国と比較して高い。

・雇用者で正規の従業員と派遣・パート等の割合を男女で比較すると男
性は正規80％、パート20％に比べ、女性は正規50％、パート50％と非
正規の割合が高い。
・令和3年市民意識調査において「性別による固定的役割分担意識」に

ついては、「同感しない」または「どちらかといえば同感しない」と答えた
市民の割合が79.9％と過去最高となったものの、家庭の中で炊事・掃
除・洗濯などの家事は、80.4％が主として妻が行っており、いまだ妻へ
の負担が偏っている。

・固定的性別役割分担意識の解消を推進するとともに、子育てや介護
を担っている女性が多様な働き方を選択できる環境づくりを行う必要が
ある。

働く女性も、そうでない女性も自分にできることを知る事で、時間や
場所にとらわれず、これからの新しい働き方（在宅ワーク）を取り入
れることができることを学ぶ支援をする。隙間時間により生み出さ
れた在宅ワークにより、更なる社会参画を促すとともに家族との時
間も仕事も大切に、新しい働き方でライフプランニングを築くことが
できるよう支援する。
【主な目標値】
①参加者の講座に対する満足度：80%（アンケート結果：79.2％）
②講座受講後実践された方：3人（アンケート結果：すでに行動を起
こした方1名、行動に移してみようと思っている方13名）

働く女性も、そうでない女性も、自分ができることを知る事で、時
間や場所にとらわれず、新しい働き方（在宅ワーク）を取り入れる
ことが出来ることを学ぶ。

「菊池市女性団体代表者会」

菊池市内の女性団体が男女共同参画社会の形成に寄与することを
目的に市内の女性団体15団体で組織。市民フォーラムや人権教育
研修等を協働で実施している。

定員を15名として募集をかけたところ、21名の応募があり、在宅

ワークに対する関心の深さがうかがえた。また、講座終了後参
加者へアンケートを実施したところ、「○○で子ども服を売る」「
○○に登録してまずは1つお仕事をやってみる」「自分の製作し

た物を売ってみたい」などの感想があり、時間や場所にとらわれ
ない新しい働き方を学ぶことができ、自分ができることを知ること
に繋がった。

「今回の次のバージョンを聞きたい」「編集の仕方をもう少し詳
しく知りたかった」「在宅ワーク関連のアプリの細かい使い方を
勉強したい」といった実技の時間をもっと長く増やしてほしいと
いう意見が多かった。そのため次年度も在宅ワークの講座を実
施し、実技内容を増やしたかたちで行いたい。また、年齢層が
高い参加者も多く、その方々に対しても理解を深めてもらう講
座にしていく必要がある。



事業の概要

【女性向け新しい働き方支援講座】※託児あり
私にもできる！？いろいろな働き方を知って新しい一歩を踏み出してみませんか（3回）

【第1回】（自分を知る、強み弱み、何がしたい？）
自分の得意なもの、強みは何か？それに気づくことで行動や
人間関係に自信がつきます。これからの自分の人生を想像し
てみよう！
日時：1月17日(火)19:00~
場所：菊池市中央公民館2階大研修室
参加者：15人

【第2回】（在宅ワークって！？どんなのがあるの？）
世の中ではどんな働き方があるの？知ることから始めよう！
そしてその中で自分を売り出すプロフィール作成のコツを学
ぼう！自分だけの隙間時間に何ができるかな？
日時：1月28日(土)10:00~
場所：菊池市中央公民館2階視聴覚室
参加者：24人

【第3回】（SNSで発信しよう！！）
SNSで情報を発信！動画作成、動画のアップロード、解析の
方法までを学びます。自分の得意なもの、強みを魅力的に
発信するには？
日時：2月4日(土)10:00~
場所：菊池市中央公民館2階視聴覚室
参加者：22人
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